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政治 

【内政】 

●地方選への立候補者【３日、２５日】 

３日、与党自由運動党（ＧＳ）は、１１月２０日の地方

選挙に向け、マリボル市長選にＵＫＣマリボル病院元

院長のフリス氏がＧＳの支持を受け出馬すると発表し

た。マリボル市長選では同氏のほか、青年党及び欧

州緑の党の市議会議員ユリシッチ氏と現職アルセノ

ビッチ市長が候補者。 

２５日、ＧＳは国内２１２の自治体のうち５１で独自

の市長候補を立て、さらに２つの自治体で共同候補

を立てる予定と述べた。 

 

●リュブリャナ市長選【１２日、１６日、１９日】 

ヤンコビッチ・リュブリャナ市長は、有権者の署名を

提出し、６期目を目指すことを表明した。６９歳の同市

長は、第一回投票で（過半数を得て自分が）当選し、

市議会で同市長の政党が過半数を占めることになる

と確信していると述べた。 

 １６日、野党民主党（ＳＤＳ）は、リュブリャナ市長選

の候補として党員のホルヴァト・リュブリャナ市議会議

員を指名した。同氏は生涯リュブリャナに在住し経済

学を学び、現在リュブリャナ市議会議員を務めている。 

 １９日、左派党のスキッチ国民議会議員はリュブリャ

ナ市長選に出馬することを発表した。資本主義的で

ない都市を目指し、環境への取り組み、新しい公共賃 

 

 

 

 

 

貸住宅、労働者の権利を主張することを約束する公

約を発表した。 

 

●国民議会が同性婚と養子縁組を成文化【４日】 

国民議会は、同性婚と養子縁組を可能とする家族

法の改正を賛成４８票、反対２９票で可決した。結婚

を二人の人間の結合と定義し、結婚しているカップル

と同じ条件で同性カップルに対する養子縁組を認め

る。憲法裁判所は同性パートナーが養子を取ること

ができないことを差別と見なす判決を出していた。 

 

●３法改正に対する国民投票【６日、１８日、２７日】 

６日、ＳＤＳは、政府法改正（省庁再編）、スロベニ

ア国営放送（ＲＴＶスロベニア）関連法、長期ケアに関

する法について、国民投票を要求するために十分な

署名を集めたと発表した。国民投票の要求には４万

票が必要であるが、投票が開始された９月１日以来

（当館注：投票期間は１０月５日まで）、政府法改正に

ついて５２，２８０票、ＲＴＶスロベニアについて５２，６

６９票、長期ケアについて５２，１８２票を集めた。グリ

ムスＳＤＳ議員は、投票は追加費用を回避するため

に既存の選挙日に行うのが最も合理的だと述べた。

既存の選挙日でない日に国民投票を行うという与党

の考えについて、野党新スロベニア党（ＮＳｉ）のホル

ヴァト議員代表は、経費は余計にかかるが選挙と国

民投票を混同することは不適当であり、重要な法律
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についての決断は別途行われるべきだとして同案に

賛成している。同党は本件国民投票のための署名集

めには加わっておらず、キャンペーンには参加しない

と述べた。 

 １８日、国民議会は、国民投票を１１月２７日に行う

ことを決定した。各委員会が提案した日程が本会議

で全会一致で可決された。ＳＤＳは、地方選の第２回

投票日となる１２月４日に同時に国民投票を行えば費

用が抑えられるとして、同日程を希望していた。法律

改定が無効となるためには、有効票の過半数を獲得

するだけでなく、有権者数の２０％の票、すなわち約３

４万票を獲得する必要がある。 

２７日、ＳＤＳはキャンペーンを正式に開始した。 

 

●ファヨンＳＤ党首がＰＥＳの副党首に【１５日】 

ファヨン・社会民主党（ＳＤ）党首は、ベルリンで開

催された欧州社会党（ＰＥＳ）の大会で副党首に選出

された。党首にはローベン・スウェーデン元首相が選

ばれた。ファヨンＳＤ党首はＳＴＡに対し、ＰＥＳは新党

首のもとで欧州における社会民主主義の再生の時代

を迎えるとし、自らの就任について、ＳＤの代表がＰＥ

Ｓの上級ポストに任命されたのは初めてのことだと述

べた。 

 

●大統領選挙【３日、２３日、２７日、２８日】 

３日、音楽家のベゼンシェク氏は、同氏を標的とし

た圧力、憎悪のメッセージ、脅迫を理由に大統領選

挙への立候補を辞退した。 

２３日、大統領選の第一回投票でロガル民主党（Ｓ

ＤＳ）議員（前外相）が３３．９６％の得票率を獲得、ピ

ルツ＝ムサル弁護士は２６．８７％を獲得し、同２名が

１１月１３日の第二回投票に進むこととなった。投票

率は５１．０６％（２３日１０：１５時時点）を超え、２０１７

年の前回大統領選挙を約７％上回った。 

同日、ゴロブ首相は、新大統領は国際舞台でのパ

ホル現大統領の職務を継続すべきだが、国内ではよ

り積極的になり、「道徳的権威」を持つべきだと述べた。 

２７日、新スロベニア党（ＮＳｉ）は、公認候補ツィグ

レル・クラル氏が大統領選挙の決選投票に進めなか

ったため、第２ラウンドではロガル前大臣を支持する

ことを決定した。ロガル候補は、両野党と非議会政党

の人民党（ＳＬＳ）の支持を得ている。 

２８日、ＳＤは、ブルグレズ候補が敗れたため、第２

ラウンドではピルツ＝ムサル候補を支持することを決

定した。 

 

●国民議会各党が一定の憲法改正に合意【２４日】 

ゴロブ首相が主催し、国民議会の全５政党の党首

と議会グループが参加した第１回会談で、各議会政

党は憲法改正と選挙法改正の可能性について議論

した。その結果、いくつかの変更点について合意する

ことができ、変更点は数段階に分けて導入されるべき

であると合意された。ゴロブ首相は、協議の結果、特

に憲法裁判所や裁判官の任命（に関する変更）など

は、６カ月以内に可決される可能性もあると述べた。 

 

●公共部門の給与引上げ法が可決【２５日】 

国民議会は、政府が関連労働組合と合意した、ほ

とんどの公共部門職員の給与を９％近く引き上げる

公共部門給与法の改正を可決・成立させた。推定６

億１，１００万ユーロに相当するこの法案は、連立与

党左派党の反対にもかかわらず可決された。１０月１

日からすべての賃金区分の値が４．５％引き上げら

れる。２０２３年４月１日には、昨年昇給しなかった従

業員の給与が１段階上昇する。 

 

●政府への支持率、５０％超を維持【２５日】 

世論調査で、政権支持率は５ポイント下がったが、

未だ５０％以上を維持している。国民議会の活動は４

８％の回答者に支持されている。自由運動党（ＧＳ）

の支持率は３０％（９月から０．９ポイント低下）、次い

で野党民主党（ＳＤＳ）が１８％（横ばい）。 
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【外政等】 

●ボクサー契約解除は「危険な決断」【１日】 

スロベニア軍の最高司令官であるパホル大統領は、

政府がボクサーＡＰＣの契約を取り消したことは、説

得力のある代替案を提示しなかったこともあり、危険

な決断であると述べた。パホル大統領は、ウクライナ

戦争を挙げ、現在の世界とスロベニア近隣の政治、

経済、安全保障の状況は憂慮すべきものであると警

告した。また、集団防衛の責任をＮＡＴＯの他の同盟

国に転嫁するのではなく、自国の国家安全保障シス

テムを通じて自国の安全を確保するよう促した。 

 

●ウクライナ地方併合でロシア大使を召喚【３日】 

外務省は、ウクライナのドネツク州、ルハンスク州、

ヘルソン州、ザポリッジャ州のロシアによる違法な併

合を非難するため、ＥＵ外交当局で歩調を合わせた

行動として、駐スロベニア露大使を召喚した。外務省

は同大使に、ロシアによる４地域の併合を認めず、

「ウクライナの主権と領土の一体性、国連憲章に対す

る重大な違反である」と指摘した。また、ロシアに対し、

併合を直ちに中止し、ウクライナの全領土から軍と武

器を撤退させるよう要請した。 

 

●パピッチ教育・科学・スポーツ大臣の訪日【３日】 

パピッチ教育・科学・スポーツ大臣は９月２９日～１

０月３日に日本への実務訪問を行った。日本の小林

鷹之科学技術担当内閣府特命担当大臣及び小宮山

宏ＳＴＳフォーラム理事長の招待を受け、同大臣は、

科学技術の発展が社会の発展に与える影響に関す

る現在の諸問題に対処する世界最大の会議の１つに

参加した。パピッチ大臣は訪日中、筑波大学や高エ

ネルギー加速器研究機構（ＫＥＫ）を訪問した。１０月

１日には京都における日ＥＵ科学フォーラムに参加し

た。大臣は、大学レベルや研究機関を含む様々な分

野やプロジェクトにおける日本とスロベニアとの素晴

らしい協力を歓迎した。また、スロベニアでスマート電

力ネットワークを確立することを目標とするＮＥＤＯプ

ロジェクトについて強調し、またその観点から、日本

のイニシアティブであるＳｏｃｉｅｔｙ ５．０の重要性を強

調した。京都で開催されたＳＴＳフォーラムの枠組み

の中で、パピッチ大臣は、科学を担当する閣僚のラウ

ンドテーブルに参加し、基礎科学と応用化学のバラン

スの重要性について述べた。 

訪日日程の一環として、パピッチ大臣はマリヤ・ガ

ブリエル・イノベーション・研究・文化・教育・青少年担

当欧州委員、永岡桂子文部科学大臣、更にマリア・レ

プティン欧州研究会議議長と会談した。パピッチ大臣

は、石塚博昭ＮＥＤＯ理事長との会談で訪日を締めく

くった。 

 

 

●ウクライナのＮＡＴＯ加盟申請の受け止め【４日】 

４日、ファヨン外相は、ヴィタニェ市で開催した「ビジ

ネス・トゥ・ディプロマシー」イベントにおいて、スロベニ

アはウクライナのＮＡＴＯ加盟について、安全保障上

のリスクが大きいため留保しており、ＮＡＴＯがウクラ

イナを加盟させる決定を下した場合、それは明確な

開戦宣言となる可能性があると述べた。ウクライナの

ＮＡＴＯ加盟要請に対するスロベニアの支援について

は、スロベニアは人道的、開発的、軍事的援助の形

でウクライナを可能な限り支援しており、それはウクラ

イナが支援を必要とする限り継続すると述べた。ウク

ライナのＮＡＴＯ加盟問題についてスロベニアで協議

が行われているかとの点については、先週ポーランド

がイニシアティブをとったウクライナのＮＡＴＯ加盟を

間接的に支持する声明にスロベニアは参加しなかっ

たと述べた。 

 

●スロベニア・ウクライナ首脳会談【６日】 

ゴロブ首相とウクライナのシュミハリ・ウクライナ首

相は、欧州政治共同体の初会合前に会談し、ロシア

によるウクライナ領土の併合により、世界が転換期を

迎えているとの認識で一致した。両首相はウクライナ

のＮＡＴＯ加盟申請に関して、正しい道と正しい瞬間を

見つけなければならないとし、ロシアに対してこれま

で中立的又同情的だった一部の国々でさえ、ロシア

による侵攻は国際社会の構造を不可逆的に変えつ

つあると認識するきっかけになる可能性がある旨指

摘した。 

 

●パホル大統領、ブドバで地域協力を呼びかけ【８日】 

パホル大統領は、モンテネグロのブドバで開催され

た政治・安全保障会議「Ｔｏ Ｂｅ Ｓｅｃｕｒｅ Ｆｏｒｕｍ」

に参加し、西バルカン地域における協力が、同地域

の分裂を終わらせ、全体としてＥＵの一部とする唯一

の方法であると訴えた。また、西バルカン地域の平和

と安全が脆弱であることを指摘し、ＥＵに拡大プロセ

スの加速を改めて呼びかけた。パホル大統領はまた、

ジュカノビッチ・モンテネグロ大統領と会談した。 

 

●ハーン経済相のハンガリー訪問【１１日】 

ハーン経済開発・技術大臣は、ハンガリー市場に

おけるスロベニア企業のプレゼンス向上等、更なる経

済関係の強化について協議するためブダペストを訪

問した。同大臣は、ハンガリーのシーヤールトー外務

貿易大臣と会談し、エネルギー危機と二国間の経済

関係強化について協議した。また、インドテックファン

ドの代表者と会談し、ロシアの銀行ズベルバンクが保

有するクロアチアのフォルテノヴァグループ（スロベニ

アのメルカトルグループの所有者）の株式４４％の買

収について議論した。 
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●ＢＨへのＥＵ加盟候補国地位付与への反応【１２日】 

スロベニア政府関係者は、欧州委員会がボスニ

ア・ヘルツェゴビナに対し、スロベニアが長年主張して

きたＥＵ加盟候補国としての地位付与を勧告する決

定を下したことを歓迎した。パホル大統領は２月に同

国を無条件で加盟させるべきとの考えを示したが、こ

れは西バルカンの平和と安定にとって重要な動きで

あるとした。ゴロブ首相は、スロベニアは、今後西バ

ルカン諸国全体がＥＵに加盟できるよう努力すると述

べた。ファヨン外相は、欧州委員会の決定がボスニ

ア・ヘルツェゴビナの改革努力の推進力となることを

期待しているとした。 

 

●インドと移住・労働虐待について協議【１２日】 

ヘフェルレ内務副大臣は、駐スロベニア・インド大

使と会談し、インドからスロベニアへの不法移民とイ

ンド人労働者の権利侵害について議論した。インド人

は、１月から９月にかけてスロベニア国境警察に逮捕

された不法移民の１０分の１以上を占めた。移民は合

法的に西バルカン諸国に入国し、その後ＥＵに入域し

ている。 

 

●独大統領へスロベニア最高勲章を授与【１３日】 

１３日、パホル大統領はドイツを訪問し、シュタイン

マイヤー独大統領と会談し、スロベニアとドイツの包

括的な関係の深化における個人的な功績に対して、

スロベニアの最高国家勲章である「非常に優れた功

績に対する勲章（Ｒｅｄ ｚａ ｉｚｒｅｄｎｅ ｚａｓｌｕｇｅ）」を授

与した。会談では、二国間の政治・経済協力の強化

に加え、現在の欧州および国際問題、特にロシアに

よるウクライナ侵攻、エネルギー安全保障、気候危機、

ＥＵの西バルカン地域への拡大等が協議された。 

 

●ＮＡＴＯ国防相会合及びスロベニア・ドイツ国防相

会談【１３日】 

１３日、ＮＡＴＯ加盟国の国防大臣は、２０２４年まで

にＧＤＰの２％を国防費に、そのうち２０％を投資に充

てるという同盟国の公約の実現について議論した。ス

ロベニアは、この２つの目標に対してまだ遅れをとっ

ており、スロベニア国民議会で議論されている２０２４

年の予算案ではＧＤＰの１．４４％を見込んでいる。シ

ャレツ国防大臣は、同数字を考慮すると、スロベニア

はまだ２％にはほど遠いが、国防費の増加は不可欠

だと述べた。 

同日、シャレツ国防大臣はランブレヒト独国防大臣

と会談し、軍事装備、能力開発、国際的な作戦や任

務における協力などスロベニア国防省と独国防省間

の協力を強化する宣言に署名した。同文書は既存の

協定をアップグレードしたもので、防衛と民生分野で

の協力の深化に道を開き、ウクライナにおける戦争に

直面した状況への調整であると述べた。 

 さらに同日、スロベニアは、欧州共通の防空システ

ムを構築するドイツの「欧州スカイシールド・イニシア

ティブ」に参加した。参加１５カ国（スロベニア、ドイツ、

英国、スロバキア、ノルウェー、ラトビア、ハンガリー、

ブルガリア、ベルギー、チェコ、フィンランド、リトアニア、

オランダ、ルーマニア及びエストニア）は、現在のＮＡ

ＴＯの欧州防空システムのギャップを埋めることを目

的としている。シャレツ国防相は、スロベニアは、自国

の領空を守る必要があり、時代遅れの技術を持って

いたため、同イニシアティブに参加することを決定した

と述べた。また、バルト海のノルドストリーム・パイプラ

インの妨害行為を例に出し、特に重要なインフラの安

全性を確保するためには、領空の保護を改善する必

要があるとした。同相は、参加国は本日署名を行った

ばかりであり、現時点でスロベニアがどのようなシス

テムを購入することができるか、可能なコストや防空

システムの運用開始時期などの詳細について議論す

ることは困難であると述べた。 

 両国はまた、ウクライナ支援のために協力している。

ゴロブ首相とショルツ独首相は９月中旬に軍用車両

の交換に合意しており、シャレツ国防相は、同１３日、

スロベニアは１０月末までにＭ５５Ｓ戦車２８台をウク

ライナに納入すると発表した。見返りとして、スロベニ

アはドイツの輸送車両４０台を受け取る。 

 

●ファヨン外相の北マケドニア訪問【１８日】 

ファヨン外相は、スコピエを訪問し、ＥＵとの加盟交

渉開始に祝意を表し、北マケドニアの加盟プロセスに

対するスロベニアの支援を約束した。ファヨン外相は、

オスマニ大統領との共同記者会見において、北マケ

ドニアが２０３０年までに本格的なＥＵ加盟国となるこ

とを支持する旨述べた。 

 

●ファヨン外相のベルリン・プロセス会合出席【２１日】 

ファヨン外相は、エネルギー安全保障、グリーンア

ジェンダ、地域共通市場に関するベルリン・プロセス

外相会合に出席した。ファヨン外相は、ボスニア・ヘル

ツェゴビナにＥＵ加盟候補国の地位を与えるという最

近の欧州委員会の提案を改めて歓迎し、その実施を

求め、新たな（ＥＵ）拡大手法は信頼と結果に基づくも

のでなければならないと強調した。ファヨン外相はま

た、トゥルコビッチ・ボスニア・ヘルツェゴビナ外相及び

ゲルヴァラ・コソボ外相と会合した。 

 

●国際捕鯨委員会第６８回総会【２１日】 

１７日から２１日まで、ポルトロージュにて第６８回

国際捕鯨委員会（ＩＷＣ）総会が行われた。各加盟国

は、２０日、プラスチック汚染を減らすための決議を全

会一致で可決したが、南大西洋の鯨類保護区（サン

クチュアリ）の設置に関する採決については、捕鯨容

認国のボイコットにより阻止された。 
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中南米諸国は、南大西洋で捕鯨を禁止するサンク

チュアリを創設することを提案した。反対する一部の

国の代表者は会期中に退席し、残ったメンバーは定

足数の点で合意できず採決に至らなかった。ＩＷＣは

また、商業捕鯨の国際的モラトリアムの解除を求める

国々からの２つの提案についても採決を行うことがで

きなかった。中南米諸国は捕鯨容認国の無礼な振る

舞いに落胆したと動物愛護団体は述べた。 

 スロベニアはサンクチュアリ創設に賛成しているが、

ブレジャン環境相は１７日、決議案採択の見通しは良

くないと述べていた。 

 

●アルジェリア国民議会議長のスロベニア訪問【２４

日、２５日】 

２４日、クラコチャル＝ズパンチッチ議長は、リュブ

リャナでスロベニア訪問中のアルジェリア国民議会ブ

ガリ議長を迎え、両国の協力関係、特に経済分野で

の協力をより緊密にすることを望むと表明した。ブガ

リ議長は、エネルギー分野だけでなく、人工知能、ス

タートアップ、教育、観光など、他の分野でもさらに関

係を強化したいと述べた。ブガリ議長はパホル大統

領とも会談した。 

２５日、ゴロブ首相は、ブガリ議長と会談し、エネル

ギー協力及び歴史的友好を共有する二国間の協力

の開始について協議した。ゴロブ首相は、スロベニア

は全ての分野において二国間協力を強化する準備

ができていると述べ、前政権は地中海の戦略的重要

性、特にアルジェリアからの天然ガスの長期的供給

の可能性を無視してきたが、今般戦略的パートナー

シップの再建という合意に至り、ガス供給業者ゲオプ

リンは、アルジェリアのガス供給会社Ｓｏｎａｔｒａｃｈとの

短期・中期・長期的同盟を結ぶことに強い関心を示し

ている。ゴロブ首相は、スロベニアがアルジェリアに

大使館を設立することも計画しており、おそらく来年

に同国を訪問する予定であると明らかにし、国連安全

保障理事会加盟に向けた相互支援と経済協力の緊

密化について議論した。ブガリ議長は、予定されてい

るエネルギー協力協定は、両国の包括的関係に新た

な推進力を与えると確信していると述べた。将来的に

は、アルジェリアは、デジタリゼーション、ＡＩ、新テクノ

ロジー及び再生エネルギー等の他の分野にも協力を

広げたいと考えており、スロベニアはそれら分野の知

識の蓄積と可能性を有しているため、アルジェリア側

とウィンウィンの関係を築けるだろうとした。 

 

●ズパンチッチ議長、クリミア・プラットフォーム・サミ

ットに出席【２５日】 

ズパンチッチ国民議会議長は、ザグレブで開催さ

れたクリミア・プラットフォームの第１回議会サミットに

出席し、ウクライナは欧州その他すべての民主主義

国家のために犠牲を払っていることを認識する必要

があると述べた。ロシアの侵略に対するＥＵの対応を

「真のリーダーシップの発揮」と捉え、「侵略に対する

一致した対応は多くの人々を驚かせた」とも述べた。 

 

●英新首相に祝意【２５日】 

ゴロブ首相は、スナク英国新首相に祝意を表し、両

国の協力関係の継続を望むと述べた。両国は「友人

であり同盟国であり、共通の価値観を守り、大陸の安

全のために協力し続けることを楽しみにしている」とツ

イッターで述べた。 

 

●ロシアの汚い爆弾のツイートに反論【２６日】 

２５日、スロベニア政府は、ロシア外務省がウクライ

ナがいわゆる汚い爆弾の使用を準備しているという

警告とともにスロベニアの写真を取り上げたツイート

に対し、スロベニアの放射性廃棄物は安全に保管さ

れ、監督下にあり、汚い爆弾には使われていないと

強調し、反論を行った。ロシア外務省が使用した写真

は、２０１０年に撮影されたもので、放射性廃棄物庁

（ＡＲＡＯ）の所有物である。 

 

●クロアチアのシェンゲン協定加盟について【２６日、

２７日】 

２６日、政府は、クロアチアのシェンゲン協定加盟を

「原則的に支持する」、「ヨーロッパ共通の利益になる」

と述べた。これに先立ちデロ紙は、政府が、クロアチ

アのシェンゲン協定加盟はクロアチアがスロベニアと

の国境に関する仲裁裁判所の裁定を承認することを

意味するという単独声明を起草している旨報じた。ク

ロアチアのプレンコヴィッチ首相は、デロ紙の報道に

対し、クロアチアはシェンゲン圏に入るための必要条

件をすべて満たしており、「スロベニアはもちろん独自

の声明を出すことができるが、我々もそうすることが

できる。シェンゲン加盟はクロアチアに何らかの義務

を負わせるものではない」と述べた。 

２７日、ゴロブ首相は、クロアチアのシェンゲン圏へ

の加盟はスロベニアの利益になると繰り返し述べた

一方で、ニュース番組でのインタビューで、国境仲裁

裁定は「完了した行動」だと述べた。スロベニアが、ク

ロアチアが仲裁裁定を認めたと宣言する声明を採択

する可能性について問われ、国益を守るのはすべて

の政府の仕事であり、決定は議会で行われると答え

た。 

 

●ファヨン外相のＥＵ－ＣＥＬＡＣ閣僚会合出席【２７日】 

２７日、ファヨン外相は、ＥＵとラテンアメリカ・カリブ

海諸国共同体（ＣＥＬＡＣ）の第３回外相会合に出席し、

平和と持続可能な開発を強化するための新たなパー

トナーシップと協力の役割を強調した。また、チリ、コ

スタリカ、パナマ、パラグアイの各外相と二国間会談

を行い、政務協議に関する覚書に署名した。 
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３１日、ファヨン外相は、アルゼンチンでカフィエロ

外相と会談し、二国間協力および国際機関の枠組み

における協力の強化に向けた努力を約束し、経済協

力とワーキングホリデーに関する協定に署名した。ま

た、スロベニア人コミュニティの代表者等とも会談した。 

 

●ブラジル大統領選挙結果への祝意【３１日】 

パホル大統領は、ブラジル大統領選挙でのルーラ

元大統領の勝利に祝辞を述べ、良好な二国間協力を

継続することを望むと表明した。ゴロブ首相も同氏を

祝い「スロベニアとブラジルの二国間関係を強化し、

環境保護など国際社会の主要課題に直面する上で

一緒に働くことを楽しみにしている」と投稿した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済 

【エネルギー関連】 

●エネルギー企業に対する国の影響力【１日、６日】 

１日、クメル・インフラ大臣は、戦略的エネルギー企

業に対する国家の影響力を高めたいが、所有権を通

じてか或いは経営を通じてかはまだ分からないと述

べた。ゴロブ首相はエネルギー企業の国有化が近い

可能性がある旨述べていた。クメル大臣は、ガス販売

会社ゲオプリンに対する発言力を高めたいと考えて

おり、約３分の１を保有しているエネルギー会社ペトロ

ルへの出資比率を高めることも悪くないと述べた。ま

た、エネルギーやインフラの重要な企業は、国が所有

しない、あるいは所有率が低いようなことがあっては

ならないとした。 

６日、政府は、スロベニア・ソブリン・ホールディング

（ＳＳＨ）に対し、ゲオプリン社の状況を分析し、ガスの

安定供給を確保するための活動を提案するよう命じ

た。これには、２億ユーロ以上の増資による事実上の

国有化も含まれる。ボシュトヤンチッチ財務大臣は、

最終的な決定は、同社が近々開催する年次総会で

行われ、国家補助の規則に抵触しないよう欧州委員

会に通知されると述べた。 

 

●ＧＥＮエネルギヤ社長の退任【１１日】 

電力会社ＧＥＮエネルギヤのブラジュ・コショロク社

長は、就任から半年後の１１月１５日に退任する予定

であることが明らかになった。ヤンシャ政権時の副大

臣で、４月に現職に任命されたコショロク社長は、エ

ネルギー市場の不確実性と変化の速さのために、任

務は困難であったと述べている。 

 

●政府、エネルギー手当計算のためのウェブツール

を発表【１１日】 

労働・家族・社会問題・機会均等省は、世帯や個人

が一回限りのエネルギーコスト援助金の支払いを受

ける資格があるかどうかを計算するためのウェブツー

ルを立ち上げた。メセツ同省大臣は記者会見におい

て、スロベニアで最も貧しい約６万世帯を対象として

いると述べた。この措置は、１人当たり２００ユーロの

エネルギーコスト手当として、約６３，０００世帯、１０

３，０００人と７，４００人の障害者を支援しようとするも

のである。 

 

●ゴロブ首相のＥＵ首脳会合出席及び天然ガス価格

制限【２０日、２５日】 

２０日、ゴロブ首相は、ＥＵ加盟国の首脳が天然ガ

スの価格を制限することで合意した協議は、大きな前

進であると述べた。また、同首相は、スロベニアにとっ

て同合意は、企業支援のために割り当てなければな

らない予算が減ることを意味すると述べた。 
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２５日、ＥＵエネルギー担当閣僚会議に出席したク

メル・インフラ相は、天然ガス価格の抑制策を議論し、

ＥＵ首脳が先週合意した出発点を軟化させないように

警告した。また、スロベニアは長期契約に基づくガス

購入にも価格上限を設けることを提唱している。また、

スロベニアは、化石燃料プロジェクトを含む外国のエ

ネルギー投資を保護するための協定であるエネルギ

ー憲章条約から脱退する可能性があるとも発表した。

同条約はもはやその目的を果たしていないというの

がその理由である。 

 

●農民向け燃料の物品税法改正が可決【２５日】 

国民議会は、農民、林業家、養蜂家向けに安価な

新しい燃料の「農業用ディーゼル」を導入し、現行の

物品税の償還制度に代わる物品税法の改正を全会

一致で可決した。農家、林家、養蜂家は、燃料にかか

る物品税が７６％低くなる。 

 

●暖房価格の上限設定【２７日】 

政府は、天然ガスを燃料とする地域暖房の価格に

上限を設定し、プロバイダーが１月１日以降に検討し

ている値上げを防止することを決定した。この変更は

１１月１日に適用される。クメル・インフラ相は、「もし

私たちが規制に介入しなければ、請求額はかなり高く

なるだろう」と述べた。同時に、価格規制の対象が拡

大され、幼稚園、ヘルスケアセンター、小学校が価格

規制を受ける事業者に含まれるようになった。 

 

●年金の早期引き上げ、ケアホームの費用に上限を

設定【２７日】 

政府は、４．５％の年金定期積増を２月から１１月

に前倒しする緊急法案を採択した。この法案はまた、

高齢者介護施設の料金の上昇を４．５％に抑え、介

護施設の賃金や電気代、暖房費について国が支援

できるようにするもの。ゴロブ首相は、この法案の目

的は、生活費に苦しむ年金生活者を助けることと、介

護施設の費用負担が耐えられないものにならないよ

うにすることの２点であると述べた。 

 

【その他】 

●８月の輸出入は大きく増加【５日】 

スロベニア統計局によれば、８月の物の輸出額は

４１．９億ユーロに上り、前年同月比で５２％増となっ

た。輸入は４４％増で４７．１億ユーロであった。５．１

８億ユーロの輸入超となっている。 

 

●ＩＭＦ、スロベニアの成長率予測を修正【１１日】 

ＩＭＦは、最新の世界経済の見通しでスロベニアに

関する予測を修正した。本年のＧＤＰは５．７％増と、

４月の数値から２ポイント上方修正され、２０２３年の

スロベニアの経済成長率の予測は１．３ポイント下方

修正され１．７％となる見通し。また本年のインフレ率

は９％近くとなる。 

 

●ムーディーズ、スロベニアの格付けを据置き【２２

日】 

２１日、格付け会社ムーディーズは、スロベニアの

信用格付けを安定的な見通しでＡ３に据え置いたと、

財務省が発表しました。スロベニアは２０２０年１０月

以来、ムーディーズのＡ３の安定的見通しの格付けを

享受している。 

 

●日スロベニア・ビジネスフォーラム【２６日】 

スロベニア投資促進庁（ＳＰＩＲＩＴ）と日本のＪＥＴＲＯ

が主催する日スロベニア・ビジネスフォーラムにおい

て、日本とスロベニアのビジネス・投資環境、協力の

機会、スマートシティ、モビリティ、ロボティクスにおけ

るベストプラクティス事例が議題に上った。ＳＰＩＲＩＴの

ツァプル長官代行は、ソサエティ５．０というコンセプト

は日本で考案され、今や社会発展の指針の一つにな

っていると述べた。 

 

●リュブリャナ空港の旅客数【２７日】 

空港運営会社フラポート・スロベニアは、リュブリャ

ナ空港の旅客数が流行前の水準に戻ったと発表し、

１２の航空会社が１４都市に就航する冬期スケジュー

ルを発表した。第１～３四半期の旅客数は前年同期

比１７４％増となった。 

 

●年間インフレ率が１０％を下回る【２８日】 

１０月の年間インフレ率は、消費者物価が前月比

０．８％上昇し、５月以来に１０％を下回る９．９％（前

月より０．１ポイント低下）となった。食品とエネルギー

価格の上昇が引き続き年間インフレ率を牽引してい

るが、統計局の数字によると、月単位の上昇は主に

食品価格の上昇と衣類の季節的な価格高騰によるも

のであった。ＥＵ全体の指標である消費者物価指数

では、スロベニアのインフレ率は１０月、年率（同月

比）で１０．３％となる。 

 

●９月の調査失業率は４．１％で横ばい【２８日】 

９月の調査失業率は４．１％で、前月と比べ横ばい

だが、２０２１年９月から半減している。９月に１５～７

４歳の約４万２千人が職を失い、女性と男性がそれぞ

れその半分を占めたと推定している。 
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治安 

●傷害事件【１日】 

 ９月３０日深夜、マリボル市内で未成年者が同級生

を鋭利なもので攻撃し重傷を負わせた。犯人の少年

は、マリボルの公園で１０代の女性をナイフで少なくと

も７回刺したとのこと。被害女性はナイトクラブに避難

し、警備員が呼んだ救急車で病院に運ばれたが、内

臓、顔、背中に傷を負った。 

 

●窃盗事件【１６日】 

 １６日夜、警察がクラン地区の集合住宅に侵入した

男を逮捕した。犯人が所持していた現金の入手先に

ついて説明を拒んでいるため、警察は、同地区の他

の住居や車から盗んだ可能があると見て潜在的な被

害者からの通報を呼びかけている。 

 

●強盗事件【１８日】 

 １７日夜、リュブリャナ中心部で、３人組の男が男性

に近づき、高価な服を脱いで渡すよう強要して奪った。

被害は約２，７００ユーロ相当とのこと。 

 

●強盗事件【２６日】 

 ２５日夜、マスク姿の男２人が、シェンペテル・プリ・

ゴリッツァ中心部の宿泊施設に侵入し、受付の従業

員を銃で脅して現金を要求し、現金数百ユーロを奪っ

て現場から逃走した。犯人は年齢３０歳前後、身長１

８０センチくらいで外国語を話していたとのこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会・文化・スポーツ 

【スポーツ】 

●モホリッチ選手、ツアー・オブ・クロアチアで優勝【２

日】 

自転車競技のマテイ・モホリッチ選手がツアー・オ

ブ・クロアチアで優勝、ツール・ド・フランス王者のヨナ

ス・ヴィンゲゴールに１秒差をつけて２０１８年以降の

マルチデーレースにおける初優勝を飾った。 

 

●アートニック選手、フリーダイビング世界王者に【６

日】 

フリーダイバー、アレンカ・アートニック選手が、モノ

フィンのコンスタントウェイト種目で世界選手権のタイ

トルを保持した。３日にトルコで開催された世界選手

権で１１６メートルの深さに到達し、世界チャンピオン

の座を維持。２０２１年７月には１２２メートルまで降下

することに成功している。 

 

●ポガチャル選手、Ｉｌ Ｌｏｍｂａｒｄｉａで優勝【８日】 

自転車競技のタデイ・ポガチャル選手は、サイクリ

ングシーズンの５つのワンデーレースのうち、最後のＩ

ｌ Ｌｏｍｂａｒｄｉａで優勝、昨年の王者の座を守り、２年

連続でＵＣＩワールドランキングのトップに立った。 

 

●ログリッチ選手に勲章が授与される【１０日】 

自転車競技のプリモジュ・ログリッチ選手に、パホ

ル大統領から、世界のスポーツ界でスロベニア代表

として成功を収め、その人柄を称える勲章が授与され

た。スロベニア人サイクリストとして初めてツール・ド・

フランスで一位となり、オリンピックで金メダルを獲得

した。この栄誉を受けたのは最近のレース中のクラッ

シュにより肩の手術を受ける数時間前だったという。 

 

●ジャン・クラニェツ、２位でシーズンをスタート【２２日】 

スキーヤーのジャン・クラニェツ選手は、今シーズ

ン開幕戦の大回転で、昨年のワールドカップ総合優

勝者であるスイスのマルコ・オーダーマットに次ぐ２位

に入賞。２９歳の選手にとって、９回目のワールドカッ

プ表彰台。 

 

●体操界の巨匠ツェラル氏の記念碑が立てられた

【２８日】 

３０個のメダルを獲得した元体操選手のミロスラウ・

ツェラル氏の８３歳の誕生日にあたり、故郷グロスプ

リェに記念像がたてられ、除幕式が行われた。オリン

ピックで２つの金メダルと銅メダルを獲得し、５度の世

界チャンピオンに輝いたツェラル氏は、お気に入りの

器具である鞍馬に乗った銅像でその栄誉を称えられ

た。 
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●７０周年を迎えたスロベニア柔道連盟、勲章を授与

される【２９日】 

２８日、スロベニア柔道連盟７０周年記念祝賀会場

で、パホル大統領は、柔道家のティナ・トレステニャク

選手とスロベニア柔道連盟に国家勲章を授与した。

スロベニア柔道連盟は、柔道の発展への多大な貢献

と所属するスロベニア柔道選手の国際的な活躍に対

して功労勲章を授与された。トレステニャク選手は、

傑出したスポーツの業績と、国際的なスポーツの舞

台でスロベニアを宣伝し、人々にインスピレーションを

与えたことで金勲章を授与された。当日国外での事

業に従事していた柔道家のウルシュカ・ジョルニル選

手にも、１１月、金勲位が授与される予定。 

 

【生活・科学技術・その他】 

●第三次教育修了者の割合が欧州平均を上回る【４

日】 

スロベニアにおける高等教育修了者の割合が欧州

平均を上回っていることが、経済協力開発機構（ＯＥ

ＣＤ）による２０２２年の「一目でわかる教育」（ＯＥＣＤ

３８カ国および多数のパートナー国の教育制度に関

するデータを提供する最新の指標）で示された。スロ

ベニアでは、大学生の３８％がプログラムに定められ

た期間内に卒業している。ＯＥＣＤ加盟国では、この

数字は１２％から６９％の間とのこと。教育レベルによ

る雇用については、スロベニアでは、初等教育までを

受けた女性の雇用率は４１％であったのに対し、高等

教育を受けた女性では８７％にまで上がっていた。男

性の場合は、それぞれ６８％、９０％であった。学士課

程を修了してから３年後の卒業率は５６％で、ＯＥＣＤ

平均の６８％と比べても高く、女性の方が高等教育を

修了する確率も高かった。 

 

●トリグラウ山の頂上が５Ｇでカバーされる【７日】 

通信事業者のＡ１スロベニアは、スロベニアで最も

高い場所にある５Ｇ基地局でモバイルネットワークを

拡張し、より広いクレダリツァ高原エリアとスロベニア

最高峰のトリグラウ（２８６５メートル）頂上で５Ｇアクセ

スを可能にしたと発表した。海抜２５１４メートルに位

置するこの基地局は、ソーラーパネル、風力エネルギ

ー、発電機で駆動しているという。 

 

●ジャレツ給水システムでノロウイルスが検出【９日】 

１０月初めから、ジャレツ給水システムの健康被害

が続いており、これまでに約１００名の地元住民が消

化器系の問題で医療機関を受診。糞便バクテリアが

検出された問題に続き、給水システムから新たにノロ

ウイルスを検出した。水を沸騰させる措置が引き続き

実施されると、ジャレツ公益事業団は述べている。 

 

●生涯功労ＩＴ賞の授与【１５日】 

ヨジェフ・ステファン研究所（ＩＪＳ）の前所長で、ロボ

ット工学の研究で著名なヤドラン・レナルチッチ氏が、

情報社会、コンピュータ科学、情報科学に関する国際

会議「第２５回ＩＳ ２０２２」において、コンピュータ科学

分野のライフタイム・アチーブメント賞を受賞した。電

気工学の博士号を持つレナルチッチ氏（６７歳）は、ロ

ボット工学、ロボット運動学、バイオロボティクス、人

型ロボティクスの分野で幅広い研究を行っている。 

 

●道路横断支援ロボットを試験的に導入【１５日】 

歩行者がより安全に道路を横断できるように設計

されたロボットＩＰＡ２Ｘが、１４日、リュブリャナでデビュ

ーを果たした。ＩＰＡ２Ｘは、スマートセンサーを搭載し

た移動式ストップライト。歩行者が道路を渡っても安

全なタイミングを判断し、ゼブラゾーンに乗り入れ、対

向車に停止信号を送り、歩行者に横断するよう合図

を送る。このロボットは、信号のない横断歩道用に設

計されており、特に高齢者や子ども、運動機能障害

者を支援することを目的としている。 

 

●スロベニアで女性の起業家精神が高まる【２０日】 

スロベニアでは、女性の起業家精神がますます重

要性を増しており、４年連続で女性の起業活動が増

加していることが、グローバル・アントレプレナーシッ

プ・モニターのデータで明らかになった。１０年前、ス

ロベニアの女性起業家の数は最悪だったが、現在は

ＥＵの平均を上回っている。 

 

●スロベニアの子どもたちは依然として健康的だが、

身体活動の減少が顕著【２４日】 

リュブリャナ市スポーツ学部のＳＬＯｆｉｔグループが５

７カ国を比較研究した報告書により、スロベニアの子

どもたちの運動量は世界中のほとんどの仲間よりも

良い状態を維持しているが、その差は小さくなってい

ることが判明した。スロベニアが、子どもや若者の身

体パフォーマンスの低さに悩む国の方向へと向かっ

ていることを示しているとのこと。ＳＬＯｆｉｔではパンデミ

ック前、中、後の期間のデータを見ることができ、ロッ

クダウンの結果、身体活動が急激に減少したことを立

証した。スロベニアは、フィンランドと並び、身体活動

カテゴリー全体でＡ－を獲得した唯一の国である。 

 

●数学者のカルスト水路プロジェクトがＥＲＣシナジー

助成金を獲得【２５日】 

リュブリャナ数学学部のボヤン・モハール教授が、

スロベニア人研究者として初めて、欧州研究会議（Ｅ

ＲＣ）のグラントを獲得した。教授は、カルスト水路の

力学と、洪水や干ばつなどの極限状況における現象

の発生を研究する国際チームの一員となる予定。ＥＲ

Ｃは、モハール教授のカルストプロジェクトに９９０万

ユーロを授与した。 
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スロベニア日本国大使館 
電話：＋３８６－１－２００－８２８１又は８２８２、Ｆａｘ：＋３８６－１－２５１－１８２２、Ｅｍａｉｌ：ｉｎｆｏ＠ｓ２．ｍｏｆａ．ｇｏ．ｊｐ 

Ｗｅｂ：ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｉ．ｅｍｂ－ｊａｐａｎ．ｇｏ．ｊｐ／ｗｅｂｓｉｔｅ＿ｊｐ／ｉｎｄｅｘ＿ｊ．ｈｔｍｌ 

●本資料は、スロベニアに関心のある方であれば誰でも受け取ることができます。新たに配信を希望される方、あ

るいは今後配信を希望されない方は、以下のメールアドレスにご連絡ください。 

 ｉｎｆｏ＠ｓ２．ｍｏｆａ．ｇｏ．ｊｐ 

★在スロベニア日本国大使館のフェイスブックもご覧ください！ 

スロベニアにおける日本の外交活動、文化行事のお知らせ等の情報を随時発信しております。 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｆａｃｅｂｏｏｋ．ｃｏｍ／Ｅｍｂａｓｓｙ．ｏｆ．Ｊａｐａｎ．ｉｎ．Ｓｌｏｖｅｎｉａ 

★スロベニア人向けニュースレター「Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ｊａｐａｎ」のご紹介 

当館では、毎月スロベニア人向けに日本紹介のニュースレター「Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ｊａｐａｎ （Žｉｖｌｊｅｎｊｅ ｎａ Ｊａｐｏｎｓｋｅ

ｍ）」をスロベニア語で発信しています。今年は各都道府県に焦点を当てて、各地の歴史・産業・観光・物産品等を

紹介してまいります。このニュースレターは当館のホームページでも公開しておりますので、どうぞご覧下さい。ｈｔｔｐ

ｓ：／／ｗｗｗ．ｓｉ．ｅｍｂ－ｊａｐａｎ．ｇｏ．ｊｐ／ｉｔｐｒ＿ｓｉ／Ｚｉｖｌｊｅｎｊｅ＿ｎａ＿Ｊａｐｏｎｓｋｅｍ．ｈｔｍｌ 

 

【領事班からのお知らせ】 

【領事班からのお知らせ】 

●新型コロナウイルス感染症に係る水際対策の見直しが決定し、１０月１１日（日本時間午前０時）以降、短期滞在

査証の査証免除措置の適用が再開され、パッケージツアー以外の観光客も入国可能となるなど、措置の内容に大

きな変更があります。詳細は、当館ホームページの以下のリンク先をご確認ください。 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｓｉ．ｅｍｂ－ｊａｐａｎ．ｇｏ．ｊｐ／ｉｔｐｒ＿ｊａ／１１＿０００００１＿００６９５．ｈｔｍｌ 

●スロベニアに９０日以上滞在される方は、在留届を提出してください。在留届の提出は、オンライン在留届（ＯＲＲ

ネット）が便利ですので、ぜひご利用ください。なお、過去に書面で在留届をご提出されている方でも、当館窓口にお

いてお手続きいただくことで、オンライン在留届への切替が可能です。切替をご希望の方は、当館領事警備班まで

お問合せください。 

【外務省オンライン在留届】： ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｅｚａｉｒｙｕ．ｍｏｆａ．ｇｏ．ｊｐ／ 

●当地での在留許可取得や在留許可延長手続の際に必要となる警察（犯罪経歴）証明については、申請から交付

までに約２～３か月かかります。お手続きに必要となる期間をあらかじめ考慮していただき、余裕を持って申請を行

っていただくようお願いいたします。 

 

【参考情報】 

１．外務省海外安全ホームページ 

本サイトでは、各国・地域での新型コロナウイルスの発生状況、新型コロナウイルス（日本からの渡航者・日本人に

対する各国・地域の入国制限措置及び入国・入域後の行動制限）等の情報を掲載しています。 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ａｎｚｅｎ．ｍｏｆａ．ｇｏ．ｊｐ／ 

 

２．たびレジ簡易登録 

本サービスは、メールアドレスとメール配信を希望する国・地域を選択するだけで、当該在外公館から領事メールを

受信することが出来ます。ぜひご活用下さい。 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｅｚａｉｒｙｕ．ｍｏｆａ．ｇｏ．ｊｐ／ｔａｂｉｒｅｇ／ｓｉｍｐｌｅ／ｒｅｇｉｓｔｅｒ 

 

３．スロベニア国立公衆衛生局は、国内状況や感染予防の方法等について公開しています。 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｎｉｊｚ．ｓｉ 

（主にスロベニア語） 

４．スロベニア政府が、新型コロナウイルスに関する特設サイトを開設しました。コロナウイルスに関連した保健省の

特設電話番号はこちらに掲載されています。 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｇｏｖ．ｓｉ／ｅｎ／ｔｏｐｉｃｓ／ｃｏｒｏｎａｖｉｒｕｓ－ｄｉｓｅａｓｅ－ｃｏｖｉｄ－１９／ 

 

 



  11 
 

５．新型コロナウイルス感染症に備えて ～一人ひとりができる対策を知っておこう～（首相官邸） 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｋａｎｔｅｉ．ｇｏ．ｊｐ／ｊｐ／ｈｅａｄｌｉｎｅ／ｋａｎｓｅｎｓｈｏ／ｃｏｒｏｎａｖｉｒｕｓ．ｈｔｍｌ 

 

６．新型コロナウイルス感染症に関する情報について（厚生労働省）ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｍｈｌｗ．ｇｏ．ｊｐ／ｓｔｆ／ｓｅｉｓａ

ｋｕｎｉｔｓｕｉｔｅ／ｂｕｎｙａ／００００１６４７０８＿００００１．ｈｔｍｌ 

 

７．リュブリャナ空港ホームページ 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｆｒａｐｏｒｔ－ｓｌｏｖｅｎｉｊａ．ｓｉ／ｅｎ．ｈｔｍｌ 

 

８．スロベニア政府の下記のツイッターアカウント等で、随時情報発信が行われておりますので、こちらもご確認くだ

さい。 

●政府（英語）：ｈｔｔｐｓ：／／ｔｗｉｔｔｅｒ．ｃｏｍ／ｇｏｖｓｌｏｖｅｎｉａ 

●政府（スロベニア語）：ｈｔｔｐｓ：／／ｔｗｉｔｔｅｒ．ｃｏｍ／ｖｌａｄａｒｓ 

（英語版と若干内容が異なります。） 

●外務省：ｈｔｔｐｓ：／／ｔｗｉｔｔｅｒ．ｃｏｍ／ｍｚｚｒｓ 

（主にスロベニア語） 

●保健省：ｈｔｔｐｓ：／／ｔｗｉｔｔｅｒ．ｃｏｍ／ｍｉｎｚｄｒａｖｊｅ 

（主にスロベニア語） 

 

【広報文化班からのお知らせ】 

●藤間蘭黄先生の解説付公演を開催します！ 

１１月から中東欧地域を中心に公演ツアーをされる藤間蘭黄先生が、マリボルにもいらっしゃいます。舞踏評論家の

桜井多佳子先生の解説付きの公演を実施します（日本語・スロベニア語通訳）ので是非足をお運びください。入場無

料です。 

○日時：１１月２１日（月）１９時半開演 

○会場：マリボル国立劇場（Ｎａｒｏｄｎｉ ｄｏｍ Ｍａｒｉｂｏｒ）Ｕｌｉｃａ ｋｎｅｚａ Ｋｏｃｌｊａ ９， ２０００ Ｍａｒｉｂｏｒ 

 

●スロベニア語字幕付Ｊａｐａｎ Ｖｉｄｅｏ Ｔｏｐｉｃｓ配信中 

 当館ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルにおいて、日本の文化や技術を紹介するＪａｐａｎ Ｖｉｄｅｏ Ｔｏｐｉｃｓのスロベニア語字幕

版（英語音声）を配信しております。 

Embassy of Japan in Slovenia - YouTube 

 

●最新情報は、当館フェイスブックでチェック！ 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｆａｃｅｂｏｏｋ．ｃｏｍ／Ｅｍｂａｓｓｙ．ｏｆ．Ｊａｐａｎ．ｉｎ．Ｓｌｏｖｅｎｉａ／ 

 


